




年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１・２年次用）　  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年～ 2 学年 1 組～ 2 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

飛鳥

(月曜5・6限:丹尾） (木曜1・2限:丹尾）

教科 芸術 書道Ⅰ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　書の表現の方法や形式、多様性などについて
幅広く理解するとともに、書写能力の向上を図
り、書の伝統に基づき、効果的に表現するため
の基礎的な技能を身に付けるようにする。

　書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて
構想し表現を工夫したり、作品や書の伝統と文
化の意味や価値を考え、書の美を味わい捉えた
りすることができるようにする。

 書道Ⅰ　(東京書籍)

教科 芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】

　主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯に
わたり書を愛好する心情を育むとともに、感性
を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して
心豊かな生活や社会を創造していく態度を養
う。

前
期

・用具・用材や姿勢・執筆法につい
て理解し、書の学習方法を把握す
る。

・書写から書道へ
・漢字の書

〇 ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

・これまでに学習した古典の表現を
生かした団扇の創作作品の制作を行
う。

・書を生活に取り入れる
創作
─古典を生かそう─

知

〇

授業への取り組み
ワークプリント
学習成果(課題)

〇 12

授業への取り組み
ワークプリント
学習成果(課題)

○ ○ ○ 4

思 態

配
当
時
数

評価規準

10

〇 10

授業への取り組み
制作カード
学習成果(作品)

〇

8

合
計

70

・これまでに学習した楷書の表現の
特徴を生かした臨書作品の制作を行
う。

〇 〇

〇 〇

臨書
─漢字の書の制作─

〇 〇

授業への取り組み
ワークプリント
学習成果(作品)

〇 〇

・楷書の用筆、運筆、結構や字形の
取り方について理解する。
・楷書の比較を通して、それぞれの
文字から受ける印象について考え
る。

・楷書の特徴
表現を比べよう
「九成宮醴泉銘」
「孔子廟堂碑」
「雁塔聖教序」
「自書告身」

〇

授業への取り組み
制作カード
学習成果(課題・作品)

〇 〇

〇

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

書道Ⅰ教科 芸術

〇 〇

・創作の手順に従い、表現の工夫を
生かして、意図に基づいて創作を行
う。
・書を生活に取り入れる意識を高め
る。

・行書の用筆、運筆、字形の取り方
などについて学び、表現の特徴を理
解する。
・行書で学んだ古典の特徴や技法を
生かして作品制作を行う。

・行書の特徴
「蘭亭序」
創作
─古典を生かそう─

〇

・漢字仮名交じりの書
創作
─言葉と書を調和させよう─
・生活に広げる 〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

〇〇

授業への取り組み
制作カード
学習成果(作品)

芸術の幅広い活動を通して、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を育成する。

6〇

〇

後
期

〇 10

・漢字仮名交じりの書を理解する。
・用具・用材、紙面の構成などを工
夫し、意図に応じた効果的な表現を
行う。

・漢字仮名交じりの書
表現を比べよう
表現の工夫
紙面構成

〇 〇

授業への取り組み
鑑賞カード
制作カード・草稿
学習成果(課題)

〇 〇 〇 10

・仮名の基本的な線、平仮名の特
徴、変体仮名、連綿について理解す
る。
・古筆の用筆、運筆、字形の取り方
などについて学び,表現の特徴を理
解する。

・仮名の書
仮名を書く準備
平仮名の単体、変体仮名、連綿
「蓬萊切」

〇 〇

授業への取り組み
ワークプリント
学習成果(課題・作品)

〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（２年次用）　教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 2 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

〇

授業への取り組み
鑑賞カード
制作カード・草稿
学習成果(課題)

・漢字の書
漢字の書体とその特徴
・隷書
隷書の特徴
隷書の美
「曹全碑」
「礼器碑」
隷書の作品制作

〇 ○

・創作の手順に従い、表現の工夫で
学んだ技法を生かして、意図に基づ
いて創作する。

・創作
イメージを書で表現する
作品を作ろう

〇 〇 〇

 書道Ⅱ　(東京書籍)

教科 芸術

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようになる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅱ

【学びに向かう力、人間性等】

　主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生
涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、
感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通
して心豊かな生活や社会を創造していく態度を
養う。

・個性的で多様な隷書の表現を鑑賞
し、その美について理解を深める。
・隷書の古典の概要を理解し、用
筆、運筆、字形の取り方などについ
て学び、「表現の特徴」を手がかり
として臨書する。

飛鳥

(月曜3・4限:丹尾）

教科 芸術 書道Ⅱ 2

・これまでに学習した隷書・篆書の
表現の特徴を生かした和紙らんぷの
創作作品の制作を行う。
・創作の手順に従い、表現の工夫で
学んだ技法を生かして、意図に基づ
いて創作する。

創作
─古典を生かそう─
和紙らんぷを作ろう

〇 〇

授業への取り組み
制作カード
学習成果(作品)

・印の歴史や役割、用法などを理解
する。
・篆刻の用具･用材や落款印の創作
の手順に従って落款印を刻し、押印
する。

・篆刻
篆刻と落款
印の歴史と用法
創作
─落款印を刻そう─

〇 〇

・篆書の古典の概要を理解し、用
筆、運筆、字形の取り方などについ
て学び、「表現の特徴」を手がかり
として臨書する。

〇

授業への取り組み
ワークプリント
創作カード
学習成果(課題・作品)

後
期

前
期

・古典の特徴を生かして、書体・書
風や用具・用材の工夫による表現の
効果について理解する。
・創作の手順に従い、表現の工夫で
学んだ技法を生かして、意図に基づ
いて創作する。

・漢字仮名交じりの書
古典を生かした表現
自分の意図に応じた表現
言葉と書の調和
創作
─心に響いた言葉を書こう─

〇

合
計

〇

授業への取り組み
創作カード
学習成果(作品)

〇 〇

6

授業への取り組み
ワークプリント
学習成果(課題・作品)

○ ○ ○ 14

〇 〇 〇 6

70

〇 〇

〇 〇

授業への取り組み
篆刻カード
学習成果(作品)

〇 〇

〇〇

授業への取り組み
ワークプリント
学習成果(課題)

〇 〇

〇

芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

6

評価規準単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

・行書と楷書の古典の概要を理解
し、用筆、運筆、字形の取り方など
について学び、「表現の特徴」を手
がかりとして臨書する。

・行書
「集王聖教序」
・楷書
「張猛龍碑」

知

〇 〇

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　書の表現の方法や形式、多様性などについて
理解を深めるとともに、書の伝統に基づき、効
果的に表現するための技能を身に付けるように
する。

　書のよさや美しさを感受し、意図に基づいて
創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、
作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書
の美を味わい深く捉えたりすることができるよ
うにする。

書道Ⅱ教科 芸術

・草書の古典の概要を理解し、用
筆、運筆、字形の取り方などについ
て学び、「表現の特徴」を手がかり
として臨書する。

・草書
草書の特徴
草書の美
「書譜」
「十七帖」 〇

【 知　識　及　び　技　能 】

〇

芸術の幅広い活動を通して、生活や社会の中の芸術や芸術文化と豊かに関わる資質・能力を育成する。

6〇

〇 〇 10

授業への取り組み
学習成果(課題)

〇

8

〇 14

思 態

配
当
時
数

・篆書
篆書の特徴
篆書の美
「泰山刻石」
「石鼓文」



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 ～ 第４学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇 〇

【主体的に学習に取り組む態度】

・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

伝えたいメッセージや場面などを
基に、効果を考え構想を練る。鑑
賞を通して、ねらいや意図に理解
を深める。

・ポスターで伝える（デ・鑑）

・オリエンテーション「美術とは
何か」

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

・自己をみつめ、欠感を造形要素
に置き換え、内面を表現する。

・想像を形に（絵・鑑）

【知識及び技能】
　美術Ⅰの学習イメージを持ち、
学びの意味や広がりについて考え
る。
自己をみつめ　　を造形要素に置
き換え、内面を表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
形、色彩、材料の要素と色彩効果
や心理的影響を学習し、理解を深
める。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたいメッセージや場面などを
もとに、効果を考え構想を練る。
鑑賞を通して、ねらいや意図に理
解を深める。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

【知識・技能】

【知識・技能】

【思考・判断・表現】

〇

形、色彩、材料の要素と色彩効果
や心理的影響を学習し、理解を深
める。

・色彩、美の秩序、文字の基本を
学ぶ（絵・デ・鑑）

〇 〇 〇 〇

・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

〇 〇 2

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 26

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【思考・判断・表現】

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養い、豊かな情操を培う。

〇〇

（１年：清水　竜達　２年～４年：阿部　泰介　　　　　　　　　　　　　　　）

表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

〇

前
期

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

高校生の美術Ⅰ／日本文教出版

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

美術Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象をとらえる造形的な視点について理
解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を
創意工夫し、創造的に表す。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深める。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができる。



【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

〇

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

16

〇 26

テーマを基に、絵コンテを描き、
画面の変化や動きを検討し、表
現・伝達効果を工夫して、時間の
流れや物語性、音などの効果も考
え、創意工夫したアニメーション
を制作する。

・「動きだす形」アニメーション
の手法

〇 〇 〇 〇

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

機能と美しさとの調和、材料の性
質や構造について理解を深め、使
う人や場面、デザインの目的や条
件、機能美を考え、暮らしの中の
デザインをする。

暮らしの中のデザイン

〇 〇 〇

70

仏像彫刻は豊かな表現や思惟する
姿など、比較することで表現の豊
かさや力強さを感じとり、理解を
深める。

祈りの形

合計

版による表現効果を考え、構想を
練ったり鑑賞すると共に、掘りや
製版、刷りを工夫して表す。

・版で表す。

〇 〇

〇 〇

後
期



年間授業計画　新様式

高等学校 令和５年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 ～ 第４学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

絵
・
彫

デ 映

前
期

芸術 美術Ⅱ
芸術 美術Ⅱ 2

高校生の美術２／日本文教出版

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

美術Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

対象や事象をとらえる造形的な視点について理
解を深めるとともに、意図に応じて表現方法を
創意工夫し、創造的に表す。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生成
し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識を
もって美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深める。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生
涯にわたり美術を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな
生活や社会を創造していく態度を養う。

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】 芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付ける。

（月３４限：清水　竜達　水３４限：阿部　泰介　　　　　　　　　　　　　　　）

表現

鑑
賞

評価規準 知 思 態

配
当
時
数

〇

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができる。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造していく態度
を養い、豊かな情操を培う。

〇 11〇

〇 〇 2

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 4

・立方体・球体をそれぞれ描き、
先のグラデーションを用いた立体
物の描き方、パースペクティブの
理解を深める。

・デッサンの基礎②

〇 〇

11

【主体的に学習に取り組む態度】

・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【知識・技能】

【知識・技能】

【思考・判断・表現】

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【思考・判断・表現】

造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

・デッサンを描くための基本的な
知識・用具や材料の使い方、特性
などを理解する。
・グラデーション（段階的変化・
諧調）を描き、物の立体感を表現
するための描法を学ぶ。

・デッサンの基礎①

【知識及び技能】
　美術Ⅱの学習イメージを持ち、
学びの意味や広がりについて考え
る。
自己をみつめ　　を造形要素に置
き換え、内面を表現する。
【思考力、判断力、表現力等】
形、色彩、材料の要素と色彩効果
や心理的影響を学習し、理解を深
める。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えたいメッセージや場面などを
もとに、効果を考え構想を練る。
鑑賞を通して、ねらいや意図に理
解を深める。

・身近にある果物や器物を観察し
て描く。デスケールを使い、構図
の取り方やモチーフの選び方を学
ぶ。

・静物デッサン

〇

・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

〇 〇

・オリエンテーション「美術とは
何か」

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇 〇〇



後
期

70

・伝統工芸の技法を学ぶ。
・伝統的な模様や図案等を参考に
作品のデザインを構想する。
・相互に鑑賞することで、互いの
作品について意見交換し、他者お
よび自己への理解を深める。

・立体工芸・作品鑑賞

合計

・アクリルガッシュ絵の具での色
の塗り方、表現方法を学ぶ。
・色の三属性や色相関係を理解す
る。

・平面構成

〇

〇 〇

4

10

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

12

・幅広いデザインの世界や役割を
理解し、デザインとは何か、デザ
インするときに大切なことは何か
を考えながら鑑賞し、表現につな
げる。
・ログタイプを構想するための形
や色や文字について学び制作につ
なげる。

・ロゴタイプのデザイン

〇 〇 〇 〇

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】

〇 〇

16

・明暗による絵画の表現方法を学
ぶ。
・コントラストについて理解し、
線描法を習得する。
・自由な発想で表現し、作品を創
造する喜びを知る。

・スクラッチ
・明暗を用いた絵画表現

〇 〇 〇

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

【思考・判断・表現】
造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工
夫、美術の働きなどについて考え、主題を生
成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意
識をもって美術や美術文化に対する見方や感
じ方を深めたりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

【知識・技能】
・対象や事象をとらえる造形的な視点につい
て理解を深めている。
・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創造
的に表している。

〇

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組もう
としている。

〇


